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設問 1 読者 としての平均的希望
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設問1 投稿者 としての希望
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-希望について見ると,① と㊥ はb.研究会報告,③ と④ は a.Original論文が一
番多い｡ C.講義ノー トはすべての大学で第二位の希望がある｡ ④ と⑨ の地方の大学で
は i.大学特集, j.その他の特集に希望がある｡きわ立っているのは④ でa.Original
論文の希望がゼロであること,⑨ でb.研究会報告-の希望が割合低いことである｡ 設
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図 2 < 大学別 その1>
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特集 :｢物性研究｣10同年記念
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図 3 < 大学別 その2 >
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特隻 :｢物性研究｣10同年記念
問 1の読者としての平均的希望を見ると,前述の傾向はある程度薄めた形で,そのまま
あてはまっているようである｡ 少 しきわだった特徴は h.境界領域特集-の希望がどの
大学でもかなり見 られることである｡ 設問 1投稿者 としての希望をみると, すべての大
学で a.Original論文の希望が最も多い｡又④ をのぞく他の大学では b.研究会報告
が第二番目に強い希望になっている｡ d.掲示板 とC.講義ノー トは① と㊥ の大学で割
合希望があるが,③ と④ の大学では全く希望がない｡h.境界領域特集については① と










布の山が移っていることであるO (i),(i),(i帖 (lV)に於て, a.Original論文,/
b.研究会報告, C.講義ノー トに希望が多いO 設問1投稿者 としての希望について見
ると, (i)の要求は全般的に低いO (i)と (il)では a.Original論文, b.研究会
報告, h.境界領域特集が多く他は少い. (JV)と (V)では希望する事項が豊富になるO
特に (∨)はd.掲示板-の希望が最 も多くなる｡設問 2の存在意義についてみると,
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図 4 < 階層別 その1>
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図 5 < 階層別 その2 >
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｢○研究と教育 という立場から講義ノートを毎回掲載 して欲 しい｡
○論文については一度程度の校正をしてはどうか｡ (費用の点で不可能なら仕方な












一 編 集 部 よ り 一
研究会報告,プレプリント案内をより迅速に掲載するよう希望が出ていますので,現
状をお答えします｡研究会報告は,研究会が終った後,研究会の世話人が原稿 を集め
(約 2ケ月程かかる),編集部に送られてきます｡ 編集部では原稿が400字詰用紙
100枚を大巾に越えるときは短縮するよう世話人に葺きかえを要求しますし,原稿が
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特集 :｢物性研究｣10周年記念
多すぎないときは編集会議 (毎月20日頃 )を経て印刷にまわされます｡ブレブりント
案内は各地編集員から編集部に送られてきます｡印刷は二度の校正を経て,鍋-ケ月で
出来上 ります｡ただし,原稿の多少,印刷所の都合で,少し遅れることがあります｡
｢物性研究｣を入手希望される方は直接刊行会にお申し込み下さい｡なお5月号から
本誌の目次を物理学会誌の掲示板に載せるようにしましたので御利用下さい｡
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